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環境モデル都市の取り組みから、森林経営信託へ。町有林の整備が、公共木造施設建設へ向けて効率的に木材調達へつながる事例である。
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  2．森林経営信託方式と木造化・木質化
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3章 森林経営信託制度と木造化・木質化
　　　～岐阜県御嵩町の取り組み～

事 業 者 岐阜県御嵩町

1.岐阜県御嵩町における森林経営信託方式の紹介
岐 阜 県 御 嵩 町 は 、2 0 1 3 年 に 環 境 モ デ ル 都 市 に 選 定 さ れ 御 嵩 町 環 境 モ デ ル 都 市 行 動 計 画 を 策 定し た 。取り組 み の 5 つ の

柱 に は 、「 森 林 の 再 生 」が 重 要 課 題と位 置 づ けられ た 。森 林 の 再 生 の た め に 取り組 ん だ の が 、全 国 で も2 例 目となる「 森 林 経

営 信 託 方 式 」を 柱とした 、持 続 可 能 な ビジ ネス モ デ ルとC O 2吸 収 源 の 拡 大 で ある。

森 林 経 営 信 託 方 式とは 、町 有 林 の 維 持 、管 理 、経 営 などを 一 任 する 森 林 経 営 信 託 契 約 を 締 結し、契 約 期 間 内 に 森 林 の 整

備 を 行 い 、同 時 に 利 益 を 生 み だ す もの で ある。1 0 年 間 信 託 することの メリットは 、単 年 度 で は なく1 0 年 間 の 期 間 の 中 で 計

画 的 な 森 林 整 備 が 行 えることや 材 価 の 変 動 を 見 な がら木 材 の 販 売 を 行 えることで 利 益 を 生 み だし や すくすること、自 治 体

職 員 が 森 林 整 備 に か か わらなくて済 む た め 、職 員 は 自 治 体 他 業 務 へ 専 念 で きることなどが あ げられる。しかし、森 林 経 営 信

託 方 式 へ 踏 み 切るまで に は 、議 会 の 中 で 、リスクとして1 0 年 間 の 間 に 利 益 を だしてい けるの か 等 の 点 が 協 議 され た 。

信 託 制 度 に 取り組 ん だ 結 果 は 、利 益 が 生 ま れ て おり、効 率 的 な 森 林 整 備 が 行 わ れ て いる。森 林 組 合 が 、2 0 0 h a 規 模 の 信

託 をうけ たことで 、丸 太 の 仕 分 け 作 業 の ポ イントがまとめられ 、機 械 の 搬 送 も効 率 化し、作 業 道 の 整 備 も進 んで いる。また 、

近くの パ ルプ 工 場 や 合 板 工 場 から、い つ で も材 を 受 け 入 れ た いという要 望 もあり、山 から搬 出 されるA 、B 、C 材 そ れ ぞ れ の

売り先 が 見 込 める状 態となっている。

町 有 林 は 8 0 0 h a ある の で 、1 0 年 間 を 3 回 信 託 を 受 けら れ れ ば 3 0 年 後 に 一 巡 する 予 定 で ある。現 在 整 備して い る 作 業 道

は 、将 来 的 にも利 用 で きるもの な の で 、そ の 分 、現 在 の 利 益 率 が 低くても将 来 の 投 資と考えられ ている。

これ からの 森 林 整 備 へ 向 けては 、林 業 者 の 人 材 育 成 や 苗 木 育 成 、環 境 学 習 などが 求 められ ている。

2.森林経営信託方式と木造化・木質化
岐 阜 県 御 嵩 町 は 、町 産 材 や 県 産 材 を 利 用し た 庁 舎 木 造 化・木 質 化 の 建 設 計 画 を 行って いる。町 有 林 を 利 用 する 際 に は 、

森 林 経 営 信 託 が 行 わ れ ていることが 有 利 で ある。

各 地 で 地 域 材 や 所 有 林 等 で 木 造 化・木 質 化 の 計 画 を 進 める 際 、森 や 立 木 の 調 査 を 始 めると、作 業 道 が 整 備 され て い な い

た め 、必 要 な 木 材 量 を 調 達 で き な いという課 題 も少 なくな い 。ま た 、地 域 材 の 状 況 や 品 質 等 の 情 報 が 整 備 され て い な いと

いうこともある。

御 嵩 町 で は 、森 林 経 営 信 託 が 行 わ れ て いることで 、作 業 道 の 整 備 が 進 ん で いる。お か げ で 、これ から庁 舎 建 設 時 に 必 要

な 材 を 必 要 な 時 に 必 要 量 を 効 率 的 に 搬 出し や す いという利 点 が ある。ま た 、森 林 の 内 容 を 把 握して いることで 、地 域 材 情

報 をまとめ や す い の も木 造 化・木 質 化 にとっては 良 い 条 件 で ある。これ から、設 計 者 が 選 定 され 庁 舎 設 計 が 進 む 中 で 、効 率

的 な 木 材 情 報 の 共 有 が 進 み 、よりよい 木 造 化・木 質 化 が 取り組まれることが 期 待 される。
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地球環境問題にチャレンジ！

環境モデル都市としての取り組み！

◆ 地 球 環 境 問 題 へ の 取り組 み は 継 続しつ つ 、内 閣 府より

　 環 境 モ デ ル 都 市 の 追 加 募 集 を 受 け 再 度 チャレンジ！

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 2 0 1 2 年 ）

◆ 地 域 資 源（ 森 林 、公 共 交 通 、再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 等 ）を 活 か し た

低 炭 素 コミュニ ティ「 み た け 」の 実 現 を 掲 げ 提 案

◆ 森 林 マ ネ ジメント、交 通 対 策 を 中 心 に 実 現 可 能 性 の 高 い 提 案と評 価

される。

◆2013.3.15　内閣府より選定される。

◆ 御 嵩 町 環 境 モ デ ル 都 市 行 動 計 画 を 策 定

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 2 0 1 4 年 ）
環境モデル都市選定証を坂本総務副大臣（当時）より受ける渡邊町長

◆ 御 嵩 町 の 環 境 モ デ ル 都 市 の

　 　 取り組 み の 柱 は5つ

御嵩町が目指す“環境モデル都市像”
地域資源を活かした低炭素コミュニティ「みたけ」

御嵩町が目指す“環境モデル都市像”の実現イメージ

③
家庭・

事業所での
削減活動

②
公共交通の
再生と

次世代自動車への
転換

⑤
人づくり・
場づくりの
推進

①
森林の再生

④
分散型

エネルギーへの
シフト
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環境モデル都市としての取り組み！

環境モデル都市としての取り組み！

①森林の再生
◆「 森 林 の 再 生 」を 最 重 要 課 題と位 置 づ け

◆ 全 国 2 例 目となる森 林 経 営 信 託 方 式 を 柱とした

　 持 続 可 能 な ビジ ネス モ デ ルとC O 2吸 収 源 の 拡 大

整
備

森林の再生
( a )  森 林 経 営 信 託 方 式 による持 続 可 能 な 森 林 経 営 モ デ ル の 推 進

　 　 ⇒ 計 画 的 な 間 伐 を 実 施 するとともに 、木 材 の 活 用 を 行う

( b )  企 業 や 森 林 ボランティアによる森 づくり

( c )  自 生 木 等 苗 木 育 成と緑 化 推 進  

( d )  体 験 型 環 境 教 育 の 拠 点 づくり

( e )  カ ー ボン・オフセット認 証 取 得と森 林 づくりへ の 活 用

( f )  森 林 資 源 の 循 環 利 用

間伐実施 苗木育成 環境学習

森林経営信託
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●手入れの不十分な人工林により、森林の公益的機能の低下が懸念される。

●町有林資源が充実し、木材利用できるまでに育ってきた。

●国、県施策の転換があった。
　　(C02吸収源・木材需給率50%・持続可能な森林経営の確立)

「 信 託 」とは 、財 産 の 所 有 者（ 御 嵩 町 ）が 、そ の 財 産 権 の 名 義 や 管 理 権 を 他 人（ 可 茂 森 林 組 合 ）に 引 き 渡し、一 定 の 目 的 に

従って、自己また は 第 三 者 の た め に 、管 理 又 は 処 分してもらう仕 組 み で ある。

■森林経営信託制度導入の経緯

■森林経営信託とは何？

御嵩町の森林再生の取り組み

御嵩町の森林再生の取り組み
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収 入 費 用

■森林経営信託とは何？

■森林経営信託契約を締結してからの取り組み状況

10年後信託森林の返還

信託受託者
（可茂森林組合）
森林所有者

信託委託者
（御嵩町） 森林資産管 理 及 び 整 備（ 主 に 発 注 ）

毎 年 の 予 算 化 や 事 業 の
収 入 支 払 が 必 要

所 有 権 移 転して
可 茂 森 林 組 合 に
信 託 登 記

管 理 及 び 整 備

平 成 2 3 年 1 2 月2 6日　 御 嵩 町 有 林 約 8 0 0 h a のうち 2 3 6 h a を 1 0 年 間 の 信 託 契 約 締 結

● 補 助 金

● 木 材 売 上 代

● 森 林 作 業 道 開 設 費 ● 調 査 費

● 間 伐 事 業 費 ● 資 材 費

● 販 売・補 助 金 手 数 料 e t c

収支合計×3％＝信託手数料

収支合計－信託手数料＝利益積立金（毎年度）

信託会計

御嵩町の森林再生の取り組み

森林経営信託制度について
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木材価格の動向に左右される！！

間伐作業状況 森林作業道開設状況

収 入 費 用

間 伐 補 助 金 6 , 6 6 6 , 8 6 8 間 伐 事 業 費 1 4 , 8 7 5 , 7 6 6

木 材 売 上（ 1 , 2 7 0 ㎥ ） 1 6 , 5 0 0 , 2 4 2 調 査 費・資 材 費 等 8 5 0 , 0 0 3

作 業 道 補 助 金 1 0 , 5 3 1 , 5 0 0 作 業 道 開 設 費 1 4 , 0 8 3 , 2 0 0

受 取 利 息 等 6 1 手 数 料 等 3 , 7 3 2 , 8 2 1

合 計 3 3 , 6 9 8 , 6 7 1 合 計 3 3 , 5 4 1 , 7 9 0

収 支 1 5 6 , 8 8 1

信 託 手 数 料 4 , 7 0 6

積 立 金（ 利 益 金 ） 1 5 2 , 1 7 5

収 入 費 用

間 伐 補 助 金 3 9 , 4 6 0 , 7 3 4 間 伐 事 業 費 8 2 , 4 9 7 , 3 9 5

木 材 売 上（ 7 , 0 0 0 ㎥ ） 8 5 , 0 1 6 , 4 7 3 調 査 費・資 材 費 等 4 , 3 9 3 , 2 7 2

作 業 道 補 助 金 4 1 , 2 9 3 , 9 0 0 作 業 道 開 設 費 6 2 , 1 9 3 , 5 3 7

受 取 利 息 等 8 , 5 0 1 手 数 料 等 1 1 , 4 2 9 , 5 9 6

合 計 1 6 5 , 7 7 9 , 6 0 8 合 計 1 6 0 , 5 1 3 , 8 0 0  

収 支 5 , 2 6 5 , 8 0 8  

信 託 手 数 料 1 5 7 , 9 7 2  

積 立 金（ 利 益 金 ） 5 , 1 0 7 , 8 3 6  

●間伐補助金	 68％	→	32％を間伐材の売上でカバー
●作業道補助金	 80％	→	20％を作業道支障木と間伐材の売上でカバー

■森林経営信託契約を締結してからの取り組み状況

■森林経営信託契約を締結してからの取り組み状況

御嵩町の森林再生の取り組み

森林経営信託制度について

平 成 2 8 年 度 収 支 状 況

平 成 2 4 ～ 2 8 年 収 支 状 況
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●契約工期や時期に縛られない安定的な事業量の確保
　（森林作業道や間伐等の事業がいつでも実施可能）
　「今では、森林作業道が先行しており、2年後の間伐予定地に、すでに開設済」

●補助事業の活用がスムーズ
　（面積や搬出材積量の増減に対して変更契約の必要なし）

●信託森林に隣接する私有林の整備が可能
　（信託森林を核に私有林の森林経営計画の取り込みが可能に）

●費用が発生した場合、信託委託者（御嵩町）の負担

●町民財産である森林整備内容の説明責任

■森林経営信託のメリット

■森林経営信託のデメリット

御嵩町の森林再生の取り組み受託者として森林経営信託制度のまとめ
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